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アニーのちいさなかばん

お知らせ

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
８月８日・22日(水)
午前10時～／午前10時30分～

わ
た
し
は
あ
な
た
を
あ
い
し
て
い
ま
す
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・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

・
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企

業
間
を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通

算
が
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
の
種
類

月
額
５
’０
０
０
円
か
ら
３
０
’

０
０
０
円
ま
で
の
16
種
類
で
す
。

短
時
間
労
働
者(

１
週
間
の
所
定

労
働
時
間
が
通
常
の
従
業
員
よ
り

短
く
、
か
つ
30
時
間
未
満
の
従
業

員)

は
、
２
’０
０
０
円
・
３
’０

０
０
円
・
４
’０
０
０
円
の
特
例

掛
金
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
加
入
の
手
続
き

所
定
の
申
込

書
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
お
近

く
の
金
融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業

主
団
体
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

吉
岡
町
商
工
会
　

54
・
２
６
２
５

退
職
金
は
中
退
共
で

中
退
共
制
度(

中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度)

は
、

退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と

が
困
難
な
中
小
企
業
に
、

中
小
企
業
の
方
の
相
互
共

済
と
国
の
援
助
で
退
職
金

制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
国
の
制

度
で
す
。

▼
中
退
共
制
度
の
特
色

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確

実
・
有
利
で
す
。

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の

移
行
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業

の
実
態
に
あ
っ
た
退
職
金
制
度

を
手
軽
に
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

お
知
ら
せ�

県
中
越
沖
地
震
災
害
派
遣
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

８
月
７
日（
火
）に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
「
相
馬
原
駐
屯
地

納
涼
盆
踊
り
大
会
」
は
、
新
潟

相
馬
原
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ
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利
根
川
中
流
圏
域
河
川

整
備
計
画
（
原
案
）
の

縦
覧
と
公
聴
会

現
在
、
群
馬
県
で
は
、
利
根
川

や
広
瀬
川
な
ど
県
央
部
の
流
域
に

お
い
て
「
利
根
川
中
流
圏
域
河
川

整
備
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
本

計
画
は
河
川
法
に
基
づ
き
、
今
後

の
一
級
河
川
（
県
管
理
）
の
整
備

内
容
を
具
体
的
に
記
述
す
る
も
の

で
あ
り
、
関
係
す
る
地
域
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺

う
た
め
、
次
の
と
お
り
河
川
整
備

計
画
の
（
原
案
）（
以
下
、
原
案

と
略
す
）
を
縦
覧
し
、
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

原
案
の
縦
覧

原
案
の
内
容
を
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
頂
く
た

め
、
次
の
と
お
り
縦
覧
い
た
し
ま

す
。

▼
場
所

群
馬
県
河
川
課
、
前
橋

土
木
事
務
所
、渋
川
土
木
事
務
所
、

伊
勢
崎
土
木
事
務
所
、
高
崎
土
木

事
務
所
、
太
田
土
木
事
務
所
、
桐

生
土
木
事
務
所
、
前
橋
市
役
所
、

高
崎
市
役
所
、
伊
勢
崎
市
役
所
、

太
田
市
役
所
、
桐
生
市
役
所
、
み

ど
り
市
役
所
、
玉
村
町
役
場
、
吉

岡
町
役
場
、
富
士
見
村
役
場
の
各

窓
口
で
、
ま
た
、
群
馬
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
ttp
://p
ref.gu

n
m
a.

jp
/

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
期
間

平
成
19
年
８
月
９
日

（
木
）
〜
９
月
７
日
（
金
）

原
案
に
対
す
る
公
聴
会
の
開
催

原
案
に
対
す
る
意
見
を
発
表
し

て
頂
く
場
と
し
て
、
次
の
と
お
り

公
聴
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

（
一
般
の
人
の
傍
聴
も
可
能
で
す
）

▼
日
時

平
成
19
年
９
月
30
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
（
伊
勢
崎
会

場
）、
午
後
３
時
か
ら
（
前
橋
会

場
）

▼
会
場

伊
勢
崎
会
場
（
伊
勢
崎

土
木
事
務
所
）、
前
橋
会
場
（
群

馬
県
前
橋
合
同
庁
舎
　
地
域
防
災

セ
ン
タ
ー
）

▼
公
述
申
出
書
の
提
出

公
述
人

（
公
聴
会
で
意
見
の
発
表
を
希
望

す
る
者
）
は
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
公
述
を
希
望
す
る
会

場
お
よ
び
意
見
の
要
旨
を
記
入
し

た
「
公
述
申
出
書
」
を
、
平
成
19

年
９
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
県
河

川
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
公
述
申
出
書
用
紙
は
、
原
案
縦

覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。）

▼
公
述
人
の
選
定

公
聴
会
で

は
、
公
述
の
希
望
者
で
同
じ
意
見

が
多
数
あ
る
場
合
な
ど
は
、
人
員

を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
述
時
間
は
、
一
人
あ
た
り
10
分

程
度
と
な
り
ま
す
。

▼
公
聴
会
の
中
止

期
限
ま
で
に

公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、
公

聴
会
を
中
止
し
ま
す
。
中
止
の
決

定
後
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

告
知
、
原
案
縦
覧
箇
所
お
よ
び
公

聴
会
会
場
で
の
掲
示
な
ど
で
周
知

し
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は

公
聴
会
の
開
催
日
ま
で
に
開
催
の

有
無
を
、
県
河
川
課
な
ど
問
合
せ

先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
の
提
出

公
聴
会
で
発
表
は
望
ま
な
い

が
、
原
案
に
対
し
意
見
の
あ
る
人

は
、
平
成
19
年
９
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
県
河

川
課
へ
「
意
見
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（「
意
見
書
」
用
紙
は
、

原
案
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。）

▼
問
合
せ
先
（
提
出
先
）

群
馬
県
県
土
整
備
局
河
川
課

企
画
管
理
グ
ル
ー
プ

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
―
１
―
１

０
２
７
・
２
２
６
・
３
６
１
７

縦
　
覧�

期 日 ８月24日(金)

時 間 午後１時開演
(午後０時30分開場)

場 所 文化センター ホール

入 場 料 無料

問合せ先 吉岡中学校
54-3213

電気を安全に使う⑤つのポイント

①アース線はしっかり取り付けましょう

②使い終わった電気製品のプラグはすぐ抜きましょう

③ELB（漏電遮断器）を取り付けて事故を防ぎましょう

④マニュアル（取扱説明書）は必ず読みましょう

⑤４年に１回電気の安全ちょうさ（調査）を受けましょう

①室内の冷房設定温度は控えめにしましょう

②窓側や昼休みの消灯を心がけましょう

③見ていないテレビは主電源で消しましょう

以上の５つのポイントを守って
「明日もいい町」にしましょうネ！

暑い夏、電気事故の多発する時間です。電気設備の安全確保、電気の正しい使い方についての
ご相談や問い合わせは下記へご連絡下さい。

◎東京電力株式会社 群馬カスタマーセンター
◎財団法人関東電気保安協会

TEL:0120-99-5222
TEL:0279-23-6318


